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体験を伴う 

学習プログラムの活用 

【京都まなびの街生き方探究館】 

モノづくりの殿堂・工房学習 

スチューデントシティ学習 

ファイナンスパーク学習 

生き方探究・チャレンジ体験 

 

アントレプレナーシップ 

インターンシップ 

デュアルシステム 

長期宿泊・自然体験 

修学旅行 

海外研修・留学 

生き方探究教育の目標を 

意識した教科等の学習の推進 

各教科の学習 

道徳 

総合的な学習の時間・特別活動 

 

問題解決的な学習  言語活動 

ＩＣＴ活用     伝統文化 

国際理解 

環境学習 

           小中一貫学習 

           支援プログラム 

           ジュニア京都検定 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生き方探究（キャリア）教育スタンダード 構造図 

 

地域行事への参画                      児童会活動 

お手伝い                          生徒会活動 

ボランティア活動                      生徒会サミット 

スポーツ少年団活動                     部活動 

みやこ子ども土曜塾                     学校行事 

                               情報モラル 

社会生活を送る上で 
必要な規範意識等の育成 

未来を切り拓く「生きる力」の育成 

生き方探究教育
 

 

 

保・幼・小・中・高・総合支援連携，一貫教
育を通してつけたい 4 つの力 

 
 
 
 

人とともに 

社会を生きる力 
〔人間関係形成・ 

社会形成能力〕 

夢や希望を 

つくりあげる力 

〔キャリアプランニング能力〕

自分を知り， 

律する力 
〔自己理解・ 

自己管理能力〕 

課題を見つけ， 

解決する力 

〔課題対応能力〕 
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１ 体験を伴う学習プログラム 

２ 生き方探究教育の目標を意識した教科等の学習の推進 

３ 社会生活を送る上で必要な規範意識等の育成 

共 

生 

と 

自 

立 

 
人とともに社会を生きる力 

（人間関係形成・ 
社会形成能力） 

意見の違いや立場の違いを理解し柔軟に対応する力 

自分の考えを正確に伝える力 

地域や家庭での役割を果たし，共に生きる力 

社会に参画し，貢献する力 

 
自分を知り，律する力 

（自己理解・自己管理能力） 

 

自分を理解し可能性を信じて主体的に行動する力 

やりたいこと，できること，しなければならないことを理解する力 

自分の考えを絶対視せず，感情をコントロールする力 

現状に満足せず，達成感を次のステップの原動力として向上しようとする力

 
課題を見つけ，解決する力 

（課題対応能力） 

様々なことに好奇心をもち視野を広げる力 

身の回りや社会の事象から課題を見つける力 

課題を分析し，適切な計画を立てて処理し，解決する力 

よく考え意思決定をする力 

 
夢や希望をつくりあげる力 
（キャリアプランニング能力） 

学校での学びと社会のつながりを意識し意欲的に学ぼうとする力 

グローバルな視野をもち，自分の将来を世界と結びつける力 

働くことの意義を理解する力 

生活設計をする力 

○ 生き方探究教育でつけたい力

生き方探究（キャリア）教育とは 

一人一人の社会的・職業的自立に向け 

必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して， 

社会の中で自分の役割を果たしながら， 

自分らしい生き方を実現していくことが 

できるようにする教育である 

生き方探究（キャリア）教育 

○ 定義 

○ 生き方探究教育３つの指針
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各学校段階 

 総合支援学校…個々の障害の状態に応じたきめ細かい指導・支援の下で行う 

保育所・幼稚園 
小学校 

中学校 高等学校 
１・２年 ３・４年 ５・６年 

キャリア発達を促す 

ポイント 

様々な体験を通して，自分の
できることを見つけ，人間関
係の基礎を作り，働く人の姿
にあこがれをもつこと 

自分や他者への積極的関心を高めたり，身のまわりの仕事や環境への関心・意欲をもち向
上させたりすることで，自分の夢や希望，あこがれる自己のイメージをもつとともに，仕
事をすること，働くことを重んじ，目標に向かって努力する態度 

社会における自らの役割や生
き方・働き方などを考え，将
来の夢や希望に向けて計画的
に取り組む態度 

学校や学科の特色を生かした
取組を通して，自己の将来を
真剣に考え，それに必要な情
報を取捨選択・集積・分析し，
熟慮の上に責任を持った判断
をする過程を経験すること 

共 

生 

と 

自 

立 

人
と
と
も
に
社
会
を
生
き
る
力

①人間関係形成能力 

◆友だちと遊ぶことを楽しむ 
◆気持ちの良いあいさつや返事
を交わす心地よさを味わう 

◆友だちの良さに気付く 
◆お世話になった人に感謝す
る 

◆お互いの良さを認め，協力し
て学習や活動に取り組む 
◆自分の生活を支えている人に
感謝する 

◆自分と異なる考えや，人の優
しさ，思いやりを理解する 
◆相手の立場に立って考え，行
動する 

◆お互いの個性を尊重し，他者の
長所や感情を理解する 
◆人間関係の大切さを理解し，積
極的に関係を築く 

◆他者の価値観や個性を理解
し，相手の意見を聴く 
◆他者に働きかけ，自分の考え
を正確に伝える 

②社会形成能力 

◆集団に所属する楽しさや喜び
を感じる 
◆集団や家庭の中で，自分のでき
ることを探しやってみようとす
る 

◆友だちや集団とともに行動
することの楽しさを知る 
◆集団や家族の役に立つ喜び
を知る 

◆身近な集団の中で役割を考え
行動する 
◆地域の活動や家庭内で，自分
ができる仕事を，責任をもって
する 

◆所属する集団や家庭のために
できることや役割を考え，行動
する 
◆身近な消費生活を中心に，経
済のしくみを知る 

◆集団の中での自分の役割を把
握し，積極的に行動する 
◆生活と経済活動の関連や金融
の動きについて理解する 

◆自分の置かれた状況を受け
止め，環境に適応する 
◆自分の役割を果たしつつ，他
者と協力・協働する 

自
分
を
知
り
，
律
す
る
力 

③自己理解能力 

◆自分の好きなことやしたいこ
とが分る 
◆自分の思いや考えをもつ 

◆自分の得意なことを見つけ，
大切にする 
◆自分の思いや考えが言える 

◆自分の良さを知り，得意なこ
とを伸ばす 
◆自分らしさを大切にする 

◆自分の特長がわかり，長所を
伸ばし，短所を改善しようと努
力する 
◆自分の興味・関心の傾向に気
付く 

◆自分の特長と将来の目標を結
びつけて，方向性を考える 
◆自己の職業的能力や適性を理
解する 

◆自分の能力・適性を的確に判
断する 
◆今後の自分自身の可能性を
肯定的に捉える 

④自己管理能力 

◆良いと思うことを進んでしよ
うとする 
◆約束の大切さに気付き，守ろう
とする 
◆良いことや悪いことがあるこ
とに気付き，考えながら行動する 

◆良いことと悪いことがわか
り，考えて行動する 
◆約束や時間を守る 

◆自分のやりたいこと，良いと
思うことを考え，行動する 
◆きまりや規則がわかり，して
はいけないことや我慢しなけれ
ばならないことを自制する 

◆自分の行動について自己判
断・自己決定し，主体的に行動
する 
◆ルールやマナーを考えて行動
する 

◆社会規範やマナーなどの必要
性を理解する 
◆悩みやストレスをコントロー
ルし，それらの問題を前向きにと
らえ克服する 

◆規範意識の必要性を理解し，
自己の感情や行動を統制する 
◆進路実現のために今取り組
むべき課題を考え，自らを研鑽
する 

課
題
を
見
つ
け
，
解
決
す
る
力

⑤課題発見能力 

◆自分でできることを見つける 
◆遊びや遊び方を自分で決めて，
やってみようとする 

◆自分と集団との関わりの中
から課題をみつける 
◆自分で課題を選ぶ 

◆自分をとりまく地域社会の中
から課題を見つける 
◆根拠をもって課題を選ぶ 

◆世の中に目を向け，自分の興
味や能力に応じた課題を設定す
る 
◆根拠をもって課題を選び，そ
れを整理する 

◆自分の役割を果たしていく上
での課題を設定する 

◆グローバルな視点で様々な
情報を収集し，理解・選択する
◆物事を多角的・多面的に吟味
し，その本質を追究する 

⑥課題解決能力 

◆自分でできることをやり遂げ
ようとする 
◆自分なりに試したり，工夫した
りして遊ぶ 

◆知りたいことや興味のある
ことを本や図鑑でさがす 
◆わからないことを尋ねなが
ら解決する 

◆見学したり，話を聞いたりし
て，情報を集める 
◆自分の力で解決しようと努力
する 

◆インタビューしたり，ICT を
活用したりして，必要な情報を
集める 
◆多様な方法を考え，主体的に
解決する 

◆計画を立て，解決策を検討する
◆様々な調査をしたり，資料を活
用したりして，主体的に解決する

◆発見した課題について情報
を整理・分析し，計画を立てる
◆他者と協働して検証・考察を
行い，その結果を評価し，改善
につなげる 

夢
や
希
望
を
つ
く
り
あ
げ
る
力

⑦キャリア形成能力 

◆身近な仕事に興味・関心をもつ 
◆働く人にあこがれをもつ 

◆様々な役割があることを知
る 
◆身近で働く人々の様子が分
る 

◆役割の仕事などを通して，働
くことの大切さや楽しさがわか
る 
◆様々な職業があることを知る

◆進んで役割を受けもち，責任
を果たそうとする 
◆職場見学などを通して，働く
ことの大切さや苦労がわかる 

◆学校の学びと社会のつながり
を理解し，今できることを行う 
◆職場体験を通して，職業や生き
方，勤労の意義や働く人々の思い
を理解する 

◆将来の予測が困難な変化の
激しい社会で自分の将来像を
考える 
◆「働くこと」の意義を考え，
進路実現のための諸条件を検
討する 

⑧生活設計能力 

◆自分でできることは自分です
る 

◆学習や生活の目標を立てる ◆目標や計画を立てることの必
要性がわかり，自分に合った目
標や計画を立てる 

◆振り返りに基づいて，より高
い自己目標をもち，先を見通し
て計画的に行動する 

◆働いて収入を得ることの意味
を考え将来の生活設計について
体験する 

◆自らの生き方の中に「働くこ
と」を位置付けた将来設計を考
える 

 ※参考資料：「小学校キャリア教育の手引き＜改訂版＞」（平成 23 年５月）「中学校キャリア教育の手引き」（平成 23 年５月）「高等学校キャリア教育の手引き」（平成 23 年 11 月）「京都市キャリア教育スタンダード」（平成 24 年 2 月） 

生き方探究教育でつけたい力に関わるキャリア発達目標（例） 
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◆自分の思いや考えが言える 

◆自分の良さを知り，得意なこ
とを伸ばす 
◆自分らしさを大切にする 

◆自分の特長がわかり，長所を
伸ばし，短所を改善しようと努
力する 
◆自分の興味・関心の傾向に気
付く 

◆自分の特長と将来の目標を結
びつけて，方向性を考える 
◆自己の職業的能力や適性を理
解する 

◆自分の能力・適性を的確に判
断する 
◆今後の自分自身の可能性を
肯定的に捉える 

④自己管理能力 

◆良いと思うことを進んでしよ
うとする 
◆約束の大切さに気付き，守ろう
とする 
◆良いことや悪いことがあるこ
とに気付き，考えながら行動する 

◆良いことと悪いことがわか
り，考えて行動する 
◆約束や時間を守る 

◆自分のやりたいこと，良いと
思うことを考え，行動する 
◆きまりや規則がわかり，して
はいけないことや我慢しなけれ
ばならないことを自制する 

◆自分の行動について自己判
断・自己決定し，主体的に行動
する 
◆ルールやマナーを考えて行動
する 

◆社会規範やマナーなどの必要
性を理解する 
◆悩みやストレスをコントロー
ルし，それらの問題を前向きにと
らえ克服する 

◆規範意識の必要性を理解し，
自己の感情や行動を統制する 
◆進路実現のために今取り組
むべき課題を考え，自らを研鑽
する 

課
題
を
見
つ
け
，
解
決
す
る
力

⑤課題発見能力 

◆自分でできることを見つける 
◆遊びや遊び方を自分で決めて，
やってみようとする 

◆自分と集団との関わりの中
から課題をみつける 
◆自分で課題を選ぶ 

◆自分をとりまく地域社会の中
から課題を見つける 
◆根拠をもって課題を選ぶ 

◆世の中に目を向け，自分の興
味や能力に応じた課題を設定す
る 
◆根拠をもって課題を選び，そ
れを整理する 

◆自分の役割を果たしていく上
での課題を設定する 

◆グローバルな視点で様々な
情報を収集し，理解・選択する
◆物事を多角的・多面的に吟味
し，その本質を追究する 

⑥課題解決能力 

◆自分でできることをやり遂げ
ようとする 
◆自分なりに試したり，工夫した
りして遊ぶ 

◆知りたいことや興味のある
ことを本や図鑑でさがす 
◆わからないことを尋ねなが
ら解決する 

◆見学したり，話を聞いたりし
て，情報を集める 
◆自分の力で解決しようと努力
する 

◆インタビューしたり，ICT を
活用したりして，必要な情報を
集める 
◆多様な方法を考え，主体的に
解決する 

◆計画を立て，解決策を検討する
◆様々な調査をしたり，資料を活
用したりして，主体的に解決する

◆発見した課題について情報
を整理・分析し，計画を立てる
◆他者と協働して検証・考察を
行い，その結果を評価し，改善
につなげる 

夢
や
希
望
を
つ
く
り
あ
げ
る
力

⑦キャリア形成能力 

◆身近な仕事に興味・関心をもつ 
◆働く人にあこがれをもつ 

◆様々な役割があることを知
る 
◆身近で働く人々の様子が分
る 

◆役割の仕事などを通して，働
くことの大切さや楽しさがわか
る 
◆様々な職業があることを知る

◆進んで役割を受けもち，責任
を果たそうとする 
◆職場見学などを通して，働く
ことの大切さや苦労がわかる 

◆学校の学びと社会のつながり
を理解し，今できることを行う 
◆職場体験を通して，職業や生き
方，勤労の意義や働く人々の思い
を理解する 

◆将来の予測が困難な変化の
激しい社会で自分の将来像を
考える 
◆「働くこと」の意義を考え，
進路実現のための諸条件を検
討する 

⑧生活設計能力 

◆自分でできることは自分です
る 

◆学習や生活の目標を立てる ◆目標や計画を立てることの必
要性がわかり，自分に合った目
標や計画を立てる 

◆振り返りに基づいて，より高
い自己目標をもち，先を見通し
て計画的に行動する 

◆働いて収入を得ることの意味
を考え将来の生活設計について
体験する 

◆自らの生き方の中に「働くこ
と」を位置付けた将来設計を考
える 

 ※参考資料：「小学校キャリア教育の手引き＜改訂版＞」（平成 23 年５月）「中学校キャリア教育の手引き」（平成 23 年５月）「高等学校キャリア教育の手引き」（平成 23 年 11 月）「京都市キャリア教育スタンダード」（平成 24 年 2 月） 

生き方探究教育でつけたい力に関わるキャリア発達目標（例） 

 

各学校段階 

 総合支援学校…個々の障害の状態に応じたきめ細かい指導・支援の下で行う 

保育所・幼稚園 
小学校 

中学校 高等学校 
１・２年 ３・４年 ５・６年 

キャリア発達を促す 

ポイント 

様々な体験を通して，自分の
できることを見つけ，人間関
係の基礎を作り，働く人の姿
にあこがれをもつこと 

自分や他者への積極的関心を高めたり，身のまわりの仕事や環境への関心・意欲をもち向
上させたりすることで，自分の夢や希望，あこがれる自己のイメージをもつとともに，仕
事をすること，働くことを重んじ，目標に向かって努力する態度 

社会における自らの役割や生
き方・働き方などを考え，将
来の夢や希望に向けて計画的
に取り組む態度 

学校や学科の特色を生かした
取組を通して，自己の将来を
真剣に考え，それに必要な情
報を取捨選択・集積・分析し，
熟慮の上に責任を持った判断
をする過程を経験すること 

共 

生 

と 

自 

立 

人
と
と
も
に
社
会
を
生
き
る
力

①人間関係形成能力 

◆友だちと遊ぶことを楽しむ 
◆気持ちの良いあいさつや返事
を交わす心地よさを味わう 

◆友だちの良さに気付く 
◆お世話になった人に感謝す
る 

◆お互いの良さを認め，協力し
て学習や活動に取り組む 
◆自分の生活を支えている人に
感謝する 

◆自分と異なる考えや，人の優
しさ，思いやりを理解する 
◆相手の立場に立って考え，行
動する 

◆お互いの個性を尊重し，他者の
長所や感情を理解する 
◆人間関係の大切さを理解し，積
極的に関係を築く 

◆他者の価値観や個性を理解
し，相手の意見を聴く 
◆他者に働きかけ，自分の考え
を正確に伝える 

②社会形成能力 

◆集団に所属する楽しさや喜び
を感じる 
◆集団や家庭の中で，自分のでき
ることを探しやってみようとす
る 

◆友だちや集団とともに行動
することの楽しさを知る 
◆集団や家族の役に立つ喜び
を知る 

◆身近な集団の中で役割を考え
行動する 
◆地域の活動や家庭内で，自分
ができる仕事を，責任をもって
する 

◆所属する集団や家庭のために
できることや役割を考え，行動
する 
◆身近な消費生活を中心に，経
済のしくみを知る 

◆集団の中での自分の役割を把
握し，積極的に行動する 
◆生活と経済活動の関連や金融
の動きについて理解する 

◆自分の置かれた状況を受け
止め，環境に適応する 
◆自分の役割を果たしつつ，他
者と協力・協働する 

自
分
を
知
り
，
律
す
る
力 

③自己理解能力 

◆自分の好きなことやしたいこ
とが分る 
◆自分の思いや考えをもつ 

◆自分の得意なことを見つけ，
大切にする 
◆自分の思いや考えが言える 

◆自分の良さを知り，得意なこ
とを伸ばす 
◆自分らしさを大切にする 

◆自分の特長がわかり，長所を
伸ばし，短所を改善しようと努
力する 
◆自分の興味・関心の傾向に気
付く 

◆自分の特長と将来の目標を結
びつけて，方向性を考える 
◆自己の職業的能力や適性を理
解する 

◆自分の能力・適性を的確に判
断する 
◆今後の自分自身の可能性を
肯定的に捉える 

④自己管理能力 

◆良いと思うことを進んでしよ
うとする 
◆約束の大切さに気付き，守ろう
とする 
◆良いことや悪いことがあるこ
とに気付き，考えながら行動する 

◆良いことと悪いことがわか
り，考えて行動する 
◆約束や時間を守る 

◆自分のやりたいこと，良いと
思うことを考え，行動する 
◆きまりや規則がわかり，して
はいけないことや我慢しなけれ
ばならないことを自制する 

◆自分の行動について自己判
断・自己決定し，主体的に行動
する 
◆ルールやマナーを考えて行動
する 

◆社会規範やマナーなどの必要
性を理解する 
◆悩みやストレスをコントロー
ルし，それらの問題を前向きにと
らえ克服する 

◆規範意識の必要性を理解し，
自己の感情や行動を統制する 
◆進路実現のために今取り組
むべき課題を考え，自らを研鑽
する 

課
題
を
見
つ
け
，
解
決
す
る
力

⑤課題発見能力 

◆自分でできることを見つける 
◆遊びや遊び方を自分で決めて，
やってみようとする 

◆自分と集団との関わりの中
から課題をみつける 
◆自分で課題を選ぶ 

◆自分をとりまく地域社会の中
から課題を見つける 
◆根拠をもって課題を選ぶ 

◆世の中に目を向け，自分の興
味や能力に応じた課題を設定す
る 
◆根拠をもって課題を選び，そ
れを整理する 

◆自分の役割を果たしていく上
での課題を設定する 

◆グローバルな視点で様々な
情報を収集し，理解・選択する
◆物事を多角的・多面的に吟味
し，その本質を追究する 

⑥課題解決能力 

◆自分でできることをやり遂げ
ようとする 
◆自分なりに試したり，工夫した
りして遊ぶ 

◆知りたいことや興味のある
ことを本や図鑑でさがす 
◆わからないことを尋ねなが
ら解決する 

◆見学したり，話を聞いたりし
て，情報を集める 
◆自分の力で解決しようと努力
する 

◆インタビューしたり，ICT を
活用したりして，必要な情報を
集める 
◆多様な方法を考え，主体的に
解決する 

◆計画を立て，解決策を検討する
◆様々な調査をしたり，資料を活
用したりして，主体的に解決する

◆発見した課題について情報
を整理・分析し，計画を立てる
◆他者と協働して検証・考察を
行い，その結果を評価し，改善
につなげる 

夢
や
希
望
を
つ
く
り
あ
げ
る
力

⑦キャリア形成能力 

◆身近な仕事に興味・関心をもつ 
◆働く人にあこがれをもつ 

◆様々な役割があることを知
る 
◆身近で働く人々の様子が分
る 

◆役割の仕事などを通して，働
くことの大切さや楽しさがわか
る 
◆様々な職業があることを知る

◆進んで役割を受けもち，責任
を果たそうとする 
◆職場見学などを通して，働く
ことの大切さや苦労がわかる 

◆学校の学びと社会のつながり
を理解し，今できることを行う 
◆職場体験を通して，職業や生き
方，勤労の意義や働く人々の思い
を理解する 

◆将来の予測が困難な変化の
激しい社会で自分の将来像を
考える 
◆「働くこと」の意義を考え，
進路実現のための諸条件を検
討する 

⑧生活設計能力 

◆自分でできることは自分です
る 

◆学習や生活の目標を立てる ◆目標や計画を立てることの必
要性がわかり，自分に合った目
標や計画を立てる 

◆振り返りに基づいて，より高
い自己目標をもち，先を見通し
て計画的に行動する 

◆働いて収入を得ることの意味
を考え将来の生活設計について
体験する 

◆自らの生き方の中に「働くこ
と」を位置付けた将来設計を考
える 

 ※参考資料：「小学校キャリア教育の手引き＜改訂版＞」（平成 23 年５月）「中学校キャリア教育の手引き」（平成 23 年５月）「高等学校キャリア教育の手引き」（平成 23 年 11 月）「京都市キャリア教育スタンダード」（平成 24 年 2 月） 

生き方探究教育でつけたい力に関わるキャリア発達目標（例） 
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生徒が自ら商品やサービスを企画・製作し，販売をするバザー

は，社会のしくみを直接に知ることのできる大切な体験です。あ

る中学校では地元の商店街との連携の下，チーフ，企画係，会計

係，製作係，販売係などの役割分担をして，商品を開発し，商店

街の店先を借りて販売をします。収益金は被災地の復興支援や国

際支援活動などに使われます。アントレプレナーシップ（起業家

精神）や職業観・勤労観について学び，班の仲間や地域の方々と

積極的にコミュニケーションを図ることで，主体的に取り組む姿勢を育むことができます。 

 

 

デュアルシステムはドイツの職業教育で，週 2～３日は学校で授業を受け，残り２～3 日は職場

実習を行いマイスター資格の認定を受けるものです。総合支援学校職業科では京都経営者協会の協

力のもと，「デュアルシステム推進ネットワーク」を設置し，生徒が 3 年間で 30 週程度の実習を行

うことを通して企業就労を目指しています。デュアルシステムは職業能力のより高い人材を育成し，

また，生徒の働く意欲を高めるなど効果を上げています。 

 

 

 インターンシップとは，社会で求められる知識や技能について

実感をもって学び，就業体験によって自らの適性について考え，

進路選択につなげていくことのできる貴重な活動です。また，働

く現場で大人と話したり，共同作業を体験したりすることで，社

会で求められるルールやマナーを習得し，「基礎的・汎用的能力」

を大きく伸ばすことも可能となります。洛陽工業高校及び伏見工

業高校，京都工学院高校（平成 28 年度開校）では，2 年生全員

を対象に 3 日間インターンシップを実施し，就業体験を契機に，生徒自身が自らの言葉でキャリア

について語ることで，その後の成長や探索につなげていく教育実践を行います。 

 

 

市立高校の代表生徒たちが，真の国際人として活躍していくた

めに，英語力のみならず豊かなコミュニケーション力，国際的な

教養を身につけることを目的にグローバルリーダー育成研修を実

施しています。事前に英語力を高め，京都や日本文化への理解を

深める研修を行い，２週間程度の海外研修を実施します。そこで

は世界中の留学生と共に語学研修やフィールドワークを行い，

様々な国の人との協働で課題を解決していくことで，多様な文化

や価値観を理解し，コミュニケーションすることの大切さを学びます。生徒たちは，京都や日本の

良さを海外に発信しながら，将来，グローバルリーダーとして活躍していくことを目指しています。 

 

○ 総合支援学校「デュアルシステム」

○ 高等学校「海外研修」 

○ 高等学校「インターンシップ」

○ 中学校「バザー」 

3 
 

  

 年長児になると，友達と同じ目的をもって遊ぶことを楽しむようになってきます。楽器遊びなど

でも，３学期の頃にはより多くの友達と気持ちが合わさっていく喜びを感じることをねらい，学級

や学年の皆で合奏に取り組んだりします。自分がしたい楽器を選んでいた時，周りを気にしすぎる

あまり，自分の思いをどう表現するか戸惑いを感じていた○○ちゃんが，「大太鼓がしたい」と主張

しました。演奏を始めると指揮をしっかりと見て大きな音で勢いよく太鼓を演奏します。最後の音

を鳴らすと，ふうっと息をしました。「○○ちゃん，いい音が出ていたね」と声をかけると，「うん」

とうなずき，表情がやわらぎました。自らの課題を選び達成していく経験を通して，自己肯定感や

自信を高めていきます。日々の保育の一コマが生き方探究教育と言えるでしょう。 

 

 

小学校２年生の生活科では「町たんけん」を行います。自分

たちの地域の様子や，自分たちが地域の人に支えられて生活を

していることに気付き，地域によりよくかかわろうとする態度

を育むことをねらいとした学習です。地域の自然の移り変わり

や地域にある施設，店などについて調べます。地域の方や店の

方にインタビューも行います。また，３年生や５年生の総合的

な学習の時間で，「仕事たんけん」を行う学校があります。協力

していただける地域の店で，半日から１日職業体験をします。

接客や商品ならべなど，店で働くことにより，仕事をするうえで大切にすることは何かを学びます。 

 

 

10 歳を迎える小学 4 年生が，これまでの自分を振り返り，

自分の将来について考えるきっかけとなる取組です。たとえ

ば，身近な人にインタビューをしたり，得意なことや苦手な

こと，長所や短所などを考えたりして，今の自分を見つめ直

します。そのうえで，叶えたい夢や就きたい職業など，自分

の将来の夢を実現するために何を学べばよいか，どんな生き

方をしていけばよいのかを考え，成長を支えてくれた人たち

への感謝とともに，発表を行います。子どもたちは，自分の

将来に向けた夢や希望を意識し，その実現への意欲を高めます。 

 

 

起業家になるための教育ではなく，起業家の志や努力，姿勢等から自分の生き方を考える教育で，

「起業家精神涵養教育」とも言います。起業家の生き方や志を様々な体験等から学ぶことで，①社

会に貢献することの喜び，②失敗や困難に立ち向かう力（チャレンジ精神），③誰かのために自分

のしたいことを実行する力を育成することを目指します。 

 

○ 小学校「町たんけん」「仕事たんけん」

○ 小学校「1/2 成人式」 

○ 幼稚園 「やりたい」時を逃さない～楽器遊び（年長児）～ 

○ 小学校「アントレプレナーシップ教育」

学校・幼稚園での取組（例） 

5 6 4 
 

 

生徒が自ら商品やサービスを企画・製作し，販売をするバザー

は，社会のしくみを直接に知ることのできる大切な体験です。あ

る中学校では地元の商店街との連携の下，チーフ，企画係，会計

係，製作係，販売係などの役割分担をして，商品を開発し，商店

街の店先を借りて販売をします。収益金は被災地の復興支援や国

際支援活動などに使われます。アントレプレナーシップ（起業家

精神）や職業観・勤労観について学び，班の仲間や地域の方々と

積極的にコミュニケーションを図ることで，主体的に取り組む姿勢を育むことができます。 

 

 

デュアルシステムはドイツの職業教育で，週 2～３日は学校で授業を受け，残り２～3 日は職場

実習を行いマイスター資格の認定を受けるものです。総合支援学校職業科では京都経営者協会の協

力のもと，「デュアルシステム推進ネットワーク」を設置し，生徒が 3 年間で 30 週程度の実習を行

うことを通して企業就労を目指しています。デュアルシステムは職業能力のより高い人材を育成し，

また，生徒の働く意欲を高めるなど効果を上げています。 

 

 

 インターンシップとは，社会で求められる知識や技能について

実感をもって学び，就業体験によって自らの適性について考え，

進路選択につなげていくことのできる貴重な活動です。また，働

く現場で大人と話したり，共同作業を体験したりすることで，社

会で求められるルールやマナーを習得し，「基礎的・汎用的能力」

を大きく伸ばすことも可能となります。洛陽工業高校及び伏見工

業高校，京都工学院高校（平成 28 年度開校）では，2 年生全員

を対象に 3 日間インターンシップを実施し，就業体験を契機に，生徒自身が自らの言葉でキャリア

について語ることで，その後の成長や探索につなげていく教育実践を行います。 

 

 

市立高校の代表生徒たちが，真の国際人として活躍していくた

めに，英語力のみならず豊かなコミュニケーション力，国際的な

教養を身につけることを目的にグローバルリーダー育成研修を実

施しています。事前に英語力を高め，京都や日本文化への理解を

深める研修を行い，２週間程度の海外研修を実施します。そこで

は世界中の留学生と共に語学研修やフィールドワークを行い，

様々な国の人との協働で課題を解決していくことで，多様な文化

や価値観を理解し，コミュニケーションすることの大切さを学びます。生徒たちは，京都や日本の

良さを海外に発信しながら，将来，グローバルリーダーとして活躍していくことを目指しています。 

 

○ 総合支援学校「デュアルシステム」

○ 高等学校「海外研修」 

○ 高等学校「インターンシップ」

○ 中学校「バザー」 

3 
 

  

 年長児になると，友達と同じ目的をもって遊ぶことを楽しむようになってきます。楽器遊びなど

でも，３学期の頃にはより多くの友達と気持ちが合わさっていく喜びを感じることをねらい，学級

や学年の皆で合奏に取り組んだりします。自分がしたい楽器を選んでいた時，周りを気にしすぎる

あまり，自分の思いをどう表現するか戸惑いを感じていた○○ちゃんが，「大太鼓がしたい」と主張

しました。演奏を始めると指揮をしっかりと見て大きな音で勢いよく太鼓を演奏します。最後の音

を鳴らすと，ふうっと息をしました。「○○ちゃん，いい音が出ていたね」と声をかけると，「うん」

とうなずき，表情がやわらぎました。自らの課題を選び達成していく経験を通して，自己肯定感や

自信を高めていきます。日々の保育の一コマが生き方探究教育と言えるでしょう。 

 

 

小学校２年生の生活科では「町たんけん」を行います。自分

たちの地域の様子や，自分たちが地域の人に支えられて生活を

していることに気付き，地域によりよくかかわろうとする態度

を育むことをねらいとした学習です。地域の自然の移り変わり

や地域にある施設，店などについて調べます。地域の方や店の

方にインタビューも行います。また，３年生や５年生の総合的

な学習の時間で，「仕事たんけん」を行う学校があります。協力

していただける地域の店で，半日から１日職業体験をします。

接客や商品ならべなど，店で働くことにより，仕事をするうえで大切にすることは何かを学びます。 

 

 

10 歳を迎える小学 4 年生が，これまでの自分を振り返り，

自分の将来について考えるきっかけとなる取組です。たとえ

ば，身近な人にインタビューをしたり，得意なことや苦手な

こと，長所や短所などを考えたりして，今の自分を見つめ直

します。そのうえで，叶えたい夢や就きたい職業など，自分

の将来の夢を実現するために何を学べばよいか，どんな生き

方をしていけばよいのかを考え，成長を支えてくれた人たち

への感謝とともに，発表を行います。子どもたちは，自分の

将来に向けた夢や希望を意識し，その実現への意欲を高めます。 

 

 

起業家になるための教育ではなく，起業家の志や努力，姿勢等から自分の生き方を考える教育で，

「起業家精神涵養教育」とも言います。起業家の生き方や志を様々な体験等から学ぶことで，①社

会に貢献することの喜び，②失敗や困難に立ち向かう力（チャレンジ精神），③誰かのために自分

のしたいことを実行する力を育成することを目指します。 

 

○ 小学校「町たんけん」「仕事たんけん」

○ 小学校「1/2 成人式」 

○ 幼稚園 「やりたい」時を逃さない～楽器遊び（年長児）～ 

○ 小学校「アントレプレナーシップ教育」

学校・幼稚園での取組（例） 

面付け.indd   5-6 16/02/20   15:39



5 
 

 

今，学んでいることが将来，社会に出てから役立つことに気付くと学習に目的意識が芽生え，主

体的な学びとなり「学習意欲」が向上します。先生がキャリアの視点をもち，授業の中で「これは，

今，こんなところで使われているよ」，「これは将来，こんな時に役立つよ」と示すことで，学校で

の学びが社会とつながり，主体的な学びになります。 
 

（中学校での例）将来，自動車会社に就職した時，会議で会社や社会に貢献できることを
考えて提案しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学習指導要領にない内容もあります。 

 

 

 

キャリアの視点をもった教科・領域の指導 

○ 学校の学びと社会とのつながりを意識した学習意欲の向上 

美術科的 
・誰もが欲しくなるような

すてきな車，かっこよい
車，かわいい車をデザイ
ンしましょう。 

・見た人の目につき，そし
て車に興味を持ってもら
えるようなポスターを作
りましょう。 

社会科的 
・海外に車を輸出するため

に，どこにどんな国があ
るか，その国の政治や経
済はどうかを調べましょ
う。 

・車にかかる税金やエコカ
ー減税などについて調べ
ましょう。 

国語科的 
・テレビ CM や新聞広告を

見た人が車を買いたくな
るようなコピー（言葉）
を考えましょう。 

・販売店でお客様が気持ち
よく話ができるように敬
語が使えるようにしまし
ょう。 

数学科的 
・原材料費，人件費，設備

投資費などから販売価格
を計算しましょう。 

・車の性能を引き出すため
に燃費や空気抵抗を計算
しましょう。 

理科的 
・環境に優しい車を開発す

るために排ガスの成分を
分析しましょう。 

・追突の衝撃を吸収する柔 
らかさと乗っている人を
守る強さを兼ね備えたバ
ンパーに適したポリウレ
タンについて調べましょう。 

音楽科的 
・テレビやラジオの CM を

見たり聴いたりする人の
印象に残るような音楽を
探しましょう。 

・車の中でもコンサート会
場にいるような音響のカ
ーオーディオについて考
えましょう。 

家庭科的 
・車の生産能力を上げるた

め，社員の健康を目指し，
栄養を考えた食堂メニュ
ーを考えましょう。 

・居住性を考えた車の中の
インテリアを提案しまし
ょう。 

外国語科的 
・輸出先相手国の人に車の

性能や値段の交渉を英語
でしましょう。 

・外国の工場で車を生産す
るため，現地の人に英語
で話しましょう。 

総合的な学習の時間 
・よく売れる車を作るに

はどうすればよいか？ 
・なぜ，会社は利益を上

げる必要があるのか？ 
・なぜ，会社は社会に貢

献しなければならない
のか？ 

 
課題発見・解決能力 

論理的思考力 
コミュニケーション能力

保健体育科的 
・長時間乗っても体が痛く

ならないような体の構造
にフィットするシートに
ついて調べましょう。 

・車の生産能力を上げるた
め，社員の健康や社内ス
ポーツの奨励について考
えましょう。 

技術科的 
・環境に優しい車を作るた

め，クリーンな排気エンジ
ンについて調べましょう。 

・人為的なミスによる交通事
故を無くすために自動運
転のシステムを考えまし
ょう。 
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